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当選証書を受ける小野修一氏
ー市役所大会議室でー

任
期
満
了
に
伴
う
韮
崎
市
長
選
挙

は
十
月
二
十
七
日
告
示
、
十
一
月
三

日
投
票
即
日
開
票
の
結
果
、
小
野
修

一
氏
が
二
期
連
続
当
選
を
果
た
し
ま

し
た
。

投
票
は
十
一
月
三
日
午
前
七
時
か

ら
午
後
八
時
ま
で
市
内
二
十
二
箇
所

の
投
票
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
六
日
、
市
役
所
会
議
室
に

お
い
て
岡
田
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら

小
野
修
一
氏
に
当
選
証
書
が
付
与
さ

れ
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
韮
崎
市
長
選
挙
は
、
十
月
二
十
七
日
告
示
、

十
一
月
三
日
投
票
・
即
日
開
票
の
結
果
、
小
野
修
一
氏
が
当
選
を

果
た
し
ま
し
た
。

市長選挙の結果
●当日有権者数 25,026人（男12,280人・女12,746人）
●投票者数 13,397人（男6,409人・女6,988人）

●投票率 53.53％（男52.19％・女54.83％）

小野修一氏 10,793票　

成澤勇記氏 2,211票

●有効投票数 13,004票

●無効投票数 393票

農業委員の担当地区を紹介します
農地の移動や転用業務のほか、農政の推進を図るため、農業委員の地区担当制を整備しました。地域の世話役として活
動していますので、お気軽にご相談下さい。

町　名 
韮　崎 
 
 
 

穂　坂 
 
 
 
 
 

藤　井 
 

中　田 
 

穴　山 

町　名 
円　野 
 

清　哲 
 

神　山 
旭 
 
 
 

大　草 
 

龍　岡 

農 業 委 員  
藤原　美孟 
太田　  豊 
保阪　正昭 
久保田正彦 
猪股美惠子 
海瀬　基一 
横森　宏尹 
宮川　孔榮 
大柴東洋雄 
保坂　良夫 
今福　房夫 
穂阪　佐男 
井上　武文 
宮澤　寛人 
大久保良次 
守屋　安男 
小澤　寛滿 

農 業 委 員  
八巻喜與志 
澤野　道夫 
加賀爪隆司 
藤嶋　英毅 
立花　和彦 
樋口　郁王 
矢崎　六彦 
中込　正人 
山本　茂雄 
横内　  剛 
東條　正吾 
中嶋　  誠 
秋山　  守 

 
岩下・上ノ山 
一ツ谷・上祖母石・下祖母石 
若宮・富士見・中島 
水神・本町1～3・栄 
宮久保・飯米場・鳥の小池 
三ッ沢（上） 
三ッ沢（下） 
柳平 
権現沢・上の原・日之城・三之蔵 
上今井・長久保・原 
北下條・南下條・相垈・蔵の前・道下 
絵見堂・鳥居・駒井・上野・坂井 
中條1・2・3区 
中條4区・小田川5・6区 
石水・夏目 
伊藤窪・久保 
次第窪・重久 

 
上円井・宇波円井 
下円井・入戸野 
青木・御杉 
折居・中谷 
武田・北宮地・鍋山 
北原・鋳物師屋 
山口・宮下 
鍛冶屋・小曽根 
山寺・竹内・久保・湯舟 
若尾・羽根 
町屋・西の割 
坂の上・石宮・真葛 
若尾新田・越道 

担 当 地 区  担 当 地 区  
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
月
々

の
給
与
、
ボ
ー
ナ
ス
の
支

払
の
際
に
そ
の
支
払
額
に

応
じ
て
所
得
税
の
源
泉
徴

収
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
毎

月
徴
収
さ
れ
た
税
額
の
合

計
額
は
、
次
の
い
く
つ
か

の
理
由
に
よ
り
、
一
年
間

の
給
与
所
得
に
対
す
る
年

税
額
と
は
一
致
し
な
い
の

が
通
常
で
す
。

①
扶
養
親
族
数
の
異
動

（
結
婚
や
出
産
、
被
扶

養
者
の
就
職
な
ど
）

②
給
与
額
の
変
動
（
源
泉

徴
収
税
額
表
は
年
間
を

通
し
て
給
与
額
に
変
動

が
な
い
こ
と
を
前
提
と

し
て
い
る
）

③
生
命
保
険
料
控
除
や
、

配
偶
者
特
別
控
除
等

は
、
年
末
調
整
で
控
除

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
た
め
。

こ
の
た
め
年
間
の
給
与

総
額
が
確
定
す
る
年
末
に

「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控

除
等
申
告
書
」
を
提
出
し

て
、
そ
の
年
に
納
め
る
べ

き
税
額
の
過
不
足
を
調
整

す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
部

分
の
給
与
所
得
者
の
方
は
、
一
年
間
の

所
得
税
の
納
税
が
完
了
し
て
確
定
申
告

を
す
る
必
要
が
な
く
な
る
の
で
す
。

確
定
申
告
が

必
要
に
な
る
方
と
は

次
に
該
当
す
る
方
は
、
来
年
の
確
定

申
告
期
間
中
に
確
定
申
告
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

①
本
年
中
の
給
与
総
額
が
二
〇
〇
〇
万

円
を
超
え
る
方

②
本
年
の
中
途
で
退
職
し
再
就
職
し

て
い
な
い
方

③
二
ケ
所
以
上
か
ら
の
給
与
所
得
者
　

（
転
職
後
、
前
職
合
算
し
て
年
末
調

整
済
み
の
者
は
除
く
）

④
給
与
所
得
以
外
に
二
〇
万
円
以
上
の

所
得
が
あ
る
方

⑤
そ
の
年
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
で

取
得
し
た
と
き

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）

⑥
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

（
医
療
費
控
除
）

⑦
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き

（
雑
損
控
除
）

※
③
〜
⑦
に
つ
い
て
は
年
末
調
整
し
て

も
確
定
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
⑤
〜
⑦
の
場
合
は
確
定
申
告
を
す

る
こ
と
に
よ
り
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年
末
調
整
と
は
、
一
年
間
の
給
与
に

対
す
る
源
泉
徴
収
税
額
の
過
不
足
額

の
精
算
で
す
。

12月は年末調整の時期です

事
業
主
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

給
与
の
支
払
者
（
事
業
主
）
は
、

支
払
を
受
け
る
人
（
受
給
者
）
の
居

住
す
る
市
町
村
に
、
一
年
間
支
払
っ

た
給
与
等
の
明
細
（
給
与
支
払
報
告

書
）
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
給
与
支
払
報
告
書
は
、
住
民

税
の
課
税
や
諸
証
明
発
行
の
資
料
と

な
る
も
の
で
す
か
ら
、
事
業
主
は
す

べ
て
の
受
給
者
（
退
職
者
も
含
む
）

に
つ
い
て
作
成
し
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

提
出
期
限

平
成
十
五
年
一
月
三
十
一
日
（
金
）

提
出
先
　

受
給
者
が
平
成
十
五
年
一
月
一
日

現
在
居
住
す
る
市
町
村

給
与
支
払
報
告
書
の
記
入
上
の
注
意

①
受
給
者
の
平
成
十
五
年
一
月
一
日

現
在
の
住
所
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

②
受
給
者
の
氏
名
に
は
、
正
確
な
フ

リ
ガ
ナ
を
つ
け
て
下
さ
い
。

③
受
給
者
の
生
年
月
日
は
忘
れ
ず
に
。

④
摘
要
欄
に
は
、
定
率
控
除
額
を
記
　

入
す
る
と
と
も
に
必
ず
扶
養
親
族

の
氏
名
と
続
柄
を（
市
外
居
住
の
方

は
住
所
も
）記
入
し
、
前
職
が
あ
る
　

場
合
は
、
合
算
処
理
に
つ
い
て
も
記

載
を
し
て
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
室
市
民
税
係

（
1
内
線
１
５
２
〜
１
５
４
）

有
形
固
定
資
産
の
こ
と
で
、

①
構
築
物
（
広
告
塔
・
舗
装
路
面
・

水
槽
・
煙
突
な
ど
）

②
機
械
及
び
装
置
（
製
造
設
備
な
ど
）

③
車
両
及
び
運
搬
具

（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）

④
工
具
・
器
具
・
備
品
（
各
種
工

具
・
事
務
機
器
・
医
療
機
器
な
ど
）

な
ど
の
事
業
用
資
産
で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
業
資
産
を
所
有
さ

れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
一
月
一
日
現

在
の
資
産
状
況
を
一
月
三
十
一
日
ま

で
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、

期
限
ま
で
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
室
固
定
資
産
税
係

（
1
内
線
１
５
７
・
１
５
８
）

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一
月
一
日

を
基
準
日
と
し
て
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
年
の
一
月

二
日
以
降
に
家
屋
の
取
り
壊
し
等
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
平
成
十
五
年
度

分
か
ら
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
本
年
中
に
忘
れ
ず
に
家
屋
滅
失

届
を
税
務
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
用
紙
は
税
務
室
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

「
償
却
資
産
」
の
申
告
を
！

固
定
資
産
税
に
は
、
土
地
や
家
屋

の
ほ
か
に
「
償
却
資
産
」
が
あ
り
ま

す
。「
償
却
資
産
」
と
は
、
会
社
や
個

人
で
工
場
や
商
店
を
経
営
さ
れ
て
い

る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い

て
い
る
機
械
・
器
具
・
備
品
な
ど
の

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
、
滅
失
届
を
忘
れ
ず
に
！

農
家
の
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ

平
成
12
年
分（
平
成
13
年
度
）の
申
告
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
農
業
所
得
標
準
が
廃

止
さ
れ
、「
水
稲
」や「
果
樹
」「
養
蚕
」な
ど
の
農
家
の
方
は
、
農
業
所
得
に
関
す
る

収
入
金
額
や
必
要
経
費
に
つ
い
て
、
記
帳
や
記
録
の
保
存
を
し
て
、
収
支
計
算（
実

際
の
収
入
支
出
金
額
）に
よ
り
所
得
の
算
出
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
水
稲
や
普
通
畑
を
耕
作
し
て
い
る
農
家
の
方
で
規
模
の
小
さ
い
方
や
高

齢
な
ど
を
理
由
に
収
支
計
算
が
困
難
な
方
は
、
当
分
の
間「
経
費
標
準（
10
ア
ー
ル

あ
た
り
の
標
準
内
経
費
）」を
使
い
、
所
得
の
計
算
を
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
平
成
15
年
分（
平
成
16
年
度
）の
申
告
か
ら
こ
の
経
費
標
準
も
廃
止
さ
れ
、

全
て
収
支
計
算
に
よ
り
申
告
す
る
方
向
で
進
ん
で
い
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
昨
年
経
費
標
準
を
使
い
計
算
さ
れ
た
方
も
な
る
べ
く
収
支
計
算

に
よ
る
申
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
収
穫
量
、
消
費
量
、
支
払
っ
た
経
費
等
、
細
か
く
記
帳
や
記
録
の
保
存
を

し
、
科
目
ご
と
に
集
計
さ
れ
て
い
な
い
と
、
申
告
の
際
、
非
常
に
時
間
が
掛
か
り
ま

す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

サラリーマンの皆さん
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平
成
13
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
収
支
状
況

介
護
保
険
は
、
加
入
者
自
身
が
助
け
合
い
の
考
え
に
立
っ
て
、40
歳
以
上
の
方
の

保
険
料
と
公
費
で
半
分
ず
つ
負
担
し
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る「
さ
さ
え
あ
い
」の
し
く
み
で
す
。

市
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
多
く
の
方
が「
自
分
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
自
宅
で
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
」「
家
族

の
介
護
負
担
が
軽
く
な
っ
た
」と
答
え
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
充
実
し
た
も
の
に
育
て
て
い
く
た
め
、
地
域
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
健
康
の
保
持
増
進
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
で
は
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と

第
２
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
市
民
代

表
の
方
々
と
策
定
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
望
み
で
あ
る
健
康
長
寿
は

医
療
費
や
介
護
費
用
の
抑
制
に
も
関
わ

り
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
介
護
予
防

や
生
活
支
援
事
業
を
さ
ら
に
充
実
し
て

い
く
こ
と
や
一
人
ひ
と
り
の
努
力
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
13
年
度
の
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
軽

減
さ
れ
て
お
り
、
国
の
特
別
対
策
と
し
て
円
滑
導
入

基
金
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
量
の
増
加
に
伴
い
、
費
用
は
増
え

て
い
ま
す
。
特
に
在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
今
後
の
施
設
整
備
状
況
に
よ
っ
て
は
施
設
費

用
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
費
用
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
）の
状
況

被
保
険
者
数
、
認
定
者
数
共
に
増
え

て
お
り
、
特
に
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以

上
）
は
被
保
険
者
数
で
91
人
増
、
認
定

者
数
は
56
人
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
13
年
度
で
み
る
と
、
認
定
者

（
介
護
が
必
要
と
さ
れ
る
方
）
は
75
歳

以
上
の
方
が
86
％
を
占
め
て
い
る
と
い

う
状
況
で
す
。

収入 
1,126,731 

その他 
41,200 

第1号被保険者保険料 
134,595 

第2号被保険者保険料 
327,023 

国庫支出金 
282,190 

県支出金 
122,604 

市支出金（繰入金） 
172,508 

円滑導入基金繰入金 
46,611 

支出 
1,093,754 

その他 24,615 

在宅サービス費 
361,115 

施設サービス費 
615,032 

財政安定化基金拠出金 
5,850 

基金費 24,095 

高額介護サービス費等 
4,707 

総務費 58,340 

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

（人） 

3,253
2,962

3,285
3,053

3,253
2,962

3,285
3,05377

513

90

569

65歳 
　～75歳未満 

75歳以上 65歳 
　～75歳未満 

75歳以上 

平成12年度 平成13年度 

認定者数 

（単位：千円）



こ
ん
な
と
き
に
は

届
出
（
申
請
）
が
必
要
で
す

保
険
料
の
納
め
忘
れ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
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・
転
出（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入

所
を
含
む
）、
死
亡
、
転
居
の
場
合（
介

護
保
険
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
在
宅
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合（「
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
依

頼
届
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
訪
問
介
護
・
訪
問
入
浴
・
社
会
福
祉

法
人
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
方
で
利
用
料
の
軽
減
を
受
け
る
場
合

・
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
申
請
す
る

場
合（
該
当
者
に
通
知
）

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
軽
減
及
び

保
険
料
の
減
免
。（
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
か
市
へ
ご
照
会
く
だ
さ
い
。）

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
に
か

か
る
介
護
は
応
分
の
負
担
を
加
害
者
に

求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
市
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

サービス利用人数と費用

サービス利用者と要介護度割合

利用人数 

費　　用 

在宅：64.3％（329人） 

在宅：38.5％（1人当り103,109円） 施設：61.5％（1人当り296,634円） 

施設：35.7％（183人） 

在　　宅 

施　　設 

要支援 
28人 
8.5％ 

要支援1人 0.6％ 

要介護1 
100人 
30.4％ 

要介護1 
20人 
10.9％ 

要介護2 
31人 
16.9％ 

要介護3 
41人 
22.4％ 

要介護4 
31人 
16.9％ 

要介護5 
59人 
32.3％ 

要介護2 
86人 
26.1％ 

要介護3 
37人 
11.3％ 

要介護4 
34人 
10.3％ 

要介護5 
44人 
13.4％ 

軽度：65.0％ 重度：35.0％ 

軽度：28.4％ 重度：71.6％ 

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
一
割

の
利
用
者
負
担
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

納
入
に
つ
い
て
は
、
便
利
な
口
座
振

替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

引
き
落
と
し
希
望
の
金
融
機
関
へ
通

帳
使
用
印
を
も
っ
て
い
き
、
一
度
手
続

き
す
れ
ば
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「通所リハビリ」や「訪問看護」の医療系サービスが低下し「訪問介
護」、「福祉用具貸与」、「短期入所」といった家族介護を支援する福祉系
サービスの利用率が上昇しています。

在宅サービス種類別利用率状況

37.9％（113人） 

37.2％（111人） 

36.2％（108人） 

25.5％（76人） 

20.8％（62人） 

10.7％（32人） 

  5.4％（16人） 

  1.3％（4人） 

  1.0％（3人） 

  0.3％（1人） 

訪問介護 

通所介護 

通所リハビリ 

福祉用具貸与 

訪問看護 

短期入所 

訪問入浴介護 

居宅療養管理指導 

訪問リハビリ 

グループホーム 

40.4%（133人） 

39.2％（129人） 

34.0％（112人） 

33.4％（110人） 

14.9％（49人） 

12.5％（41人） 

  5.8％（19人） 

  2.1％（7人） 

  0.9％（3人） 

  0.3％（1人） 

通所リハビリ 

通所介護 

訪問介護 

福祉用具貸与 

訪問看護 

短期入所 

訪問入浴介護 

居宅療養管理指導 

訪問リハビリ 

グループホーム 

13年2月（利用実人数298人） 14年2月（利用実人数329人） 
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で
も
ど
う
ぞ
。
在
介
で
は
、
介
護
の
仕

方
、
オ
ム
ツ
や
介
護
用
品
の
こ
と
、
福

祉
用
具
の
こ
と
、
退
院
後
の
介
護
の
こ

と
な
ど
、
お
家
で
の
介
護
応
援
し
て
ま

す
よ
。

お
ば
さ
ん：
介
護
保
険
の
こ
と
も
聞
い

て
い
い
だ
け
？

職
員：

も
ち
ろ
ん
で
す
よ
。

お
ば
さ
ん：

今
ま
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
週
１
回
だ
け
利
用
し
て
い
た
だ
け

ど
、
通
う
の
は
も
う
無
理
み
た
い
で
。

で
も
一
人
じ
ゃ
ど
う
に
も
な
ら
ん
し
、

困
っ
て
る
さ
。

職
員：

担
当
の
介
護
支
援
専
門
員
が
き

ま
っ
て
い
ま
す
か
？

お
ば
さ
ん：

介
護
支
援
専
門
員
？
あ

あ
、
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
の
こ
と
け
。

職
員：

そ
う
そ
う
、
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
に

相
談
す
る
と
サ
ー
ビ
ス
の
変
更
や
他
の

制
度
の
利
用
に
つ
い
て
も
相
談
に
の
っ

て
く
れ
ま
す
よ
。

お
ば
さ
ん：

ほ
う
け
え
。

職
員：

き
ょ
う
は
、
せ
っ
か
く
見
え
た

の
で
、
楽
な
オ
ム
ツ
交
換
の
仕
方
と
便

利
な
介
護
用
品
を
み
て
い
き
ま
せ
ん

か
？
展
示
し
て
あ
り
ま
す
よ
。

（
少
し
、
気
持
ち
が
明
る
く
な
っ
て
、

介
護
に
自
信
を
取
り
戻
し
た
お
ば
さ
ん

は
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
に
相
談
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
）

ケ
ア
マ
ネ
さ
ん：

こ
ん
に
ち
は
、
い
か

が
で
す
か
？

お
ば
さ
ん：

実
は
、
へ
え
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
は
え
ら
い
（
大
変
）
み
た
い
で
、
本

人
が
い
や
が
る
さ
。
だ
け
ど
、
こ
の
ま

ま
、
も
っ
と
重
く
な
っ
た
ら
困
る
し
、

あ
た
し
も
ひ
と
り
じ
ゃ
不
安
だ
し
。

ケ
ア
マ
ネ
さ
ん：

要
介
護
３
だ
か
ら

ね
。
１
ヶ
月
27
万
円
ぐ
ら
い
の
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
ま
す
よ
。「
ケ
ア
プ
ラ

ン
」
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
お
ば
さ
ん
か
ら
日
ご
ろ
の
介
護
状
況

を
ひ
と
し
き
り
聞
い
た
後
、
次
の
よ
う

な
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
表

に
し
ま
し
た
。
左
表
）

ケ
ア
マ
ネ
さ
ん：

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

利
用
料
は
１
割
だ
か
ら
お
よ
そ
二
万
円

で
す
が
。
食
材
費
な
ど
は
別
に
か
か
り

ま
す
よ
。
オ
ム
ツ
の
申
請
も
し
ま
し
ょ

う
ね
。

（
お
ば
さ
ん
＝
介
護
者
・
友
子
さ
ん
＝
隣

人
・
職
員
＝
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
・
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
＝
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
）

隣
人
の
友
子
さ
ん：

ね
え
、お
ば
さ
ん
、

お
じ
さ
ん
の
介
護
の
こ
と
で
悩
ん
で
い

た
じ
ゃ
ん
。

お
ば
さ
ん：

う
ん
、
こ
の
頃
、
痴
呆
が

す
す
ん
だ
み
た
い
で
目
が
は
な
せ
な
い

さ
ぁ
。
オ
ム
ツ
も
は
ず
し
ち
も
う
し
、

ご
飯
も
何
回
と
な
く
食
べ
た
が
る
し
、

全
く
困
る
じ
ゃ
ん
ね
。

友
子
さ
ん：

い
ち
ど
、
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
み
た
ら
？

お
ば
さ
ん：

「
ざ
い
た
く
か
い
ご
し
え

ん
せ
ん
た
ー
」
っ
て
？

友
子
さ
ん：

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
中

に
あ
る
ん
だ
け
ど
、
夜
は
市
立
病
院
に

つ
な
が
る
の
で
24
時
間
安
心
し
て
介
護

の
相
談
で
き
る
の
よ
。

お
ば
さ
ん：

あ
り
が
と
う
、
さ
っ
そ
く

行
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
。

（
次
の
日
、
お
ば
さ
ん
は
、「
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ
電
話
し
、
出
か
け

て
行
き
ま
し
た
。）

職
員：

こ
ん
に
ち
は
！
介
護
大
変
で
す

ね
。
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で
い
つ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が

あ
り
ま
す
。
介
護
の
し
か
た
・
介
護
用
品
な
ど
介
護
に
関
す
る

相
談
を
総
合
的
に
お
受
け
し
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で

相
談
し
ま
し
ょ
う

お
ば
さ
ん：

と
り
あ
え
ず
、
サ
ー
ビ

ス
を
替
え
て
み
る
じ
ゃ
ん
。

そ
れ
に
、
手
す
り
が
あ
れ
ば
、
見
守

り
な
が
ら
ト
イ
レ
へ
い
け
る
し
、
家

の
中
を
歩
け
る
ね
え
。
え
〜
と
、
お

風
呂
や
ト
イ
レ
へ
入
る
と
き
つ
か
ま

る
物
も
あ
れ
ば
便
利
だ
ね
え
。

ケ
ア
マ
ネ
さ
ん：

住
宅
の
改
修
や
、

福
祉
用
具
も
１
割
負
担
で
利
用
で
き

ま
す
よ
。

お
ば
さ
ん：

話
し
て
み
て
よ
か
っ
た

よ
。

ケ
ア
マ
ネ
さ
ん：

近
い
う
ち
に
ご
本

人
と
お
ば
さ
ん
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

と
い
っ
し
ょ
に
打
ち
合
せ
ま
し
ょ
う
。

お
ば
さ
ん：

わ
た
し
も
、
と
き
ど
き

気
分
転
換
し
た
い
と
思
う
こ
と
が
あ

る
さ
。
わ
た
し
ま
で
寝
込
ん
じ
ゃ
困

る
し
ね
。

ケ
ア
マ
ネ
さ
ん：

そ
れ
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
よ
。

＊
市
で
は
、「
介
護
者
交
流
事
業
」
を

社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会

1
２
２-

６
９
４
４
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介
護
を
す
る
方
の
負
担
を
減
ら
す
た

め
に
も
痴
ほ
う
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

痴
ほ
う
の
サ
イ
ン
を
見
の
が
さ

な
い
で

痴
ほ
う
に
似
た
症
状
が
あ
っ
て
も

「
年
だ
か
ら
よ
く
あ
る
こ
と
」と
、
そ
の

ま
ま
に
し
た
り
、「
あ
ん
な
に
し
っ
か
り

地
域
で
の
見
守
り
、
声
か
け
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
発

に
な
り
、
市
民
と
地
域
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
、

安
心
し
て
住
み
つ
づ
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
や
医
療
の
費
用
も
安
定
し
、
結
果
的
に
皆
さ
ん

の
負
担
も
軽
減
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

健
や
か
に
暮
ら
す
た
め
に

高
齢
社
会
に
あ
っ
て
、
要
介
護
者
の
増
加
は
あ
る
程
度
自
然

増
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
生
活
習
慣
を
改
善
す

る
な
ど
の
努
力
に
よ
っ
て
「
介
護
予
防
」
や
「
要
介
護
度
の
悪

化
の
抑
制
」
を
行
う
こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

介護保険の認定申請・高額介護サ－ビス費・軽減の申請・異動手続き等の事務一般
福祉室介護保険係　　　 22－1111 内線136・137

介護サ－ビス全般についての相談や照会・ケアプランの作成や案内等サ－ビス全般
健康推進室介護支援係　 23－4310 （保健福祉センタ－内）

配食サ－ビス・おむつ支給・生活支援サ－ビス等介護保険以外の福祉サ－ビス全般
福祉室高齢者福祉係　　 22－1111 内線138・139

介護の仕方や、介護用品についての相談
韮崎市在宅介護支援センター 23ー4313 （保健福祉センタ－内）

介護サービスについてのご相談は

痴
ほ
う
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

頭を働かせましょう
日記や手紙を書いたり、いろいろなこ
とに興味を持ち、趣味や生きがいをも
ち、常に頭を使いましょう。

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

身
体
を
動
か
す
こ
と
は
筋
肉

や
骨
を
丈
夫
に
す
る
だ
け
で

な
く
、
血
流
を
良
く
し
て
脳

の
働
き
を
活
発
に
し
ま
す
。

し
た
人
が
痴
ほ
う
な
ん
て
」と
否
定
す

る
気
持
ち
が
対
応
の
遅
れ
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

痴
ほ
う
は
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
の

あ
る
病
気
、
決
し
て
恥
ず
か
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
、「
も
し
か
し
た
ら
」

と
思
っ
た
ら
早
め
に
医
師
の
診
察
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

痴
ほ
う
に
な
り
や
す
い
病
気

◎
高
血
圧

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

●
食
塩
の
摂
取
量
を
減
ら
す

う
す
味
料
理
を
心
が
け
て
、食
塩
は

一
日
10
g
未
満
に
お
さ
え
ま
し
ょ
う
。

●
野
菜
や
果
物
を
積
極
的
に
と
る

●
定
期
的
に
血
圧
測
定
を
す
る

◎
高
脂
血
症

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

●
脂
肪
を
取
り
過
ぎ
な
い

揚
げ
物
や
炒
め
物
よ
り
、
焼
き
物

や
蒸
し
物
を
献
立
の
中
心
に
。

●
肉
よ
り
魚
を
多
め
に
食
べ
る

◎
糖
尿
病

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

●
肥
満
を
解
消
す
る

●
か
ら
だ
を
積
極
的
に
動
か
す

●
年
に
一
度
は
健
康
診
断
を
受
け
る

糖
尿
病
は
自
覚
症
状
が
無
い
ま
ま
進

行
す
る
う
え
、
一
度
発
病
す
る
と
完

全
に
は
治
ら
な
い
病
気
。
健
康
診
断

で
の
チ
ェッ
ク
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

生
活
の
中
で
痴
ほ
う
を
予
防
し
ま
し

ょ
う
。

寝たきりゼロへの10か条

脳卒中と骨折予防、寝たきりゼロへの第一歩 
 
寝たきりは、寝かせきりからつくられる過度の安静逆
効果 
リハビリは、早期開始が効果的始めようベッドの上か
ら訓練を 
暮らしのなかでのリハビリは食事と排泄、着替えから 
 
朝起きてまずは着替えて身だしなみ、寝食分けて生活
にめりはりを 
「手は出しすぎず、目は離さず」が介護の基本、自立の
気持ちを大切に 
ベッドから移ろう移そう車椅子、行動広げる機器の活用 
 
手すりつけ、段差をなくし住みやすくアイデア生かし
た住まいの改善 
家庭でも社会でも喜び見つけみんなで防ごう閉じこ
もり 
進んで利用、機能訓練デイサービス、寝たきりなくす
人の和地域の輪 

第1条 
 
第2条 
 
第3条 
 
第4条 
 
第5条 
 
第6条 
 
第7条 
 
第8条 
 
第9条 
 
第10条 



信頼と　未来を託して　さあ投票
（韮崎西中3年　湯舟　高寛君作）

日程
□告　示　　平成15年１月16日（木）
□投票日 平成15年２月２日（日）
□投票時間　午前７時～午後８時

選挙公報について　
前回の参議院議員通常選挙より、選挙公報は新聞折込
みで配付しております。郵送希望者は、あらかじめ選挙管
理委員会までお申し出ください。
市役所、市関係機関及び梨北農業協同組合市内本・支
所にも置いてあります。

投票立会人について
選挙に関心を持っていただくと共に、投票所の雰囲気を
明るくするため、投票立会人を随時公募しております。
20歳から30歳代の皆様の応募をお待ちしております。
●問い合わせ 韮崎市選挙管理委員会（1内線312・313）

（
平
成
十
四
年
分
）

※
申
告
後
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

＊
内
職
等
の
方

▼
在
職
・
内
職
委
託
証
明
書
（
用
紙

は
福
祉
室
に
あ
り
ま
す
）

＊
農
業
の
方

▼
従
事
証
明
書
（
用
紙
は
福
祉
室
に

あ
り
ま
す
）

＊
他
市
町
村
か
ら
の
転
入
者
（
平
成
十

四
年
一
月
一
日
以
降
）

▼
▼
前
記
の
書
類
以
外
に
前
住
地
で
の

「
平
成
十
四
年
度
住
民
税
課
税
証
明
書
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ
り
、
他

の
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

各
保
育
園
で
受
付
け
ま
す
。

一
月
二
十
二
日
（
水
）

（
午
前
）
穂
坂
・
藤
井

（
午
後
）
中
田
・
穴
山
・
円
野

一
月
二
十
四
日
（
金
）

（
午
前
）
旭
・
竜
岡

（
午
後
）
韮
崎
西
・
韮
崎
東

※
受
付
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
十
一

時
迄
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
迄

で
す
。
な
お
、
指
定
日
に
来
ら
れ
な
い

方
は
、
一
月
三
十
一
日
（
金
）
ま
で
に
各

保
育
園
も
し
く
は
福
祉
室
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
広
域
保
育
（
勤
務
の
都
合
等
で
市
外

の
保
育
園
へ
の
入
園
）
を
希
望
す
る
方

は
、
福
祉
室
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課(

福
祉
事
務
所)

福
祉
室
児
童
福
祉
係

（
1
内
線
１
３
２
・
1
3
3
）

市
で
は
、
市
内
九
ケ
所
に
保
育
園
を
設
置
し
「
二
十
一
世
紀

を
担
う
子
供
た
ち
が
生
き
生
き
と
遊
び
、
健
康
で
明
る
く
、
正

し
く
行
動
し
、
広
い
知
識
と
創
造
力
を
養
う
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
保
育
に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
入
園
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん
（
現
在

入
園
中
で
四
月
以
降
も
引
き
続
き
入
園
を
希
望
す
る
子
ど
も
は

除
く
）
の
入
園
申
込
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
希
望
者
は
次
に
よ

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

入
園
希
望
の
方
は
、
各

保
育
園
又
は
市
福
祉
保
健

課
（
福
祉
事
務
所
）
福
祉

室
（
以
下
「
福
祉
室
」
と

い
う
）
に
備
え
付
け
の

「
入
園
申
込
書
」
に
よ
り
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
一
月
六
日
（
月
）
よ
り
配

布
）

★
入
園
の
条
件

保
護
者
が
、
就
労
・
疾

病
等
の
理
由
に
よ
り
、
日

常
子
ど
も
の
保
育
が
で
き

な
い
家
庭
で
あ
る
こ
と
。

★
入
園
申
込
書
及
び
添
付

書
類入

園（
在
園
児
を
除
く
）

す
る
子
ど
も
一
人
毎
の
入

園
申
込
書
を
作
成
し
、
次

の
書
類
を
必
ず
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
会
社
な
ど
に
勤
務
し
て

い
る
方
（
パ
ー
ト
勤
務
を

含
む
）

▼
源
泉
徴
収
票
（
平
成

十
四
年
分
）

＊
自
営
業
の
方

▼
確
定
申
告
書
の
写
し
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韮崎西　

韮崎東　

穂　坂　　

藤　井

中　田

穴　山

円　野

旭　　

竜　岡

平成15年度保育園別定員数

3歳未満児予定数
（生後7カ月以上）保育園名

（30名）

（35名）

（25名）

（5名）

（15名）

（15名）

＊申し込みの状況により、希望する保育園に
入園できない場合がありますのでご了承く
ださい。
＊ 3 歳未満児予定数は、定員の内数です。
＊各園の詳細な情報については、市福祉室及
び各保育園に備え付けてあります。
また、市ホームページでもご覧になれます。
ホームページアドレスは
http://www.city.nirasaki.yamanashi.jp

90名

90名

60名

120名

60名

40名

60名

90名

100名

定員

お詫びと訂正　広報にらさき11月号
財政事情の公表　P5のグラフ「市債の現在高の状況」中に誤り

がありましたので、ここに深くお詫びし、訂正いたします。

●訂正ヶ所
・臨時財政対策債（図から欠落していました）
・山梨県貸付金（交付税補てん見込額及び合計の誤り）
・上水道一般会計出資債（交付税補てん見込額及び合計の誤り）
正しくは下図の通りです

工業統計調査にご協力をお願いします。

製造業に属する事業所を対象に、12月31日を調査基準
日として「工業統計調査」が実施されます。12月中旬より、
統計調査員が対象事業所に調査の依頼に伺いますので、ご
協力の程よろしくお願いします。
●問い合わせ 企画財政室開発調査係　（1内線324）

◆
募
集
要
領
◆

◆
申
込
受
付
◆

0 5億 10億 15億 20億 25億 30億 35億 40億 

臨時財政対策債 

山梨県貸付金 

上水道一般会計 
出資債 

1億6,600万円 合計1億6,600万円 

2億7,661万9千円 

1億6,597万1千円 

18億4,326万5千円 18億4,326万5千円 

補てん率100.0％ 

合計4億4,259万円 補てん率37.5％ 

合計36億8,653万円 補てん率50.0％ 

市負担額 

交付税補てん見込額 

補てん率 

来年の2月2日は
「山梨県知事選挙」の投票日です



◆開設場所 長野県南安曇郡穂高町大字牧2230
安曇野泉郷ビラハーモニー　10263－83－5550

◆開設期間 平成14年12月21日(土)～平成15年１月26日(日)（※宿泊は25日まで）
◆利用時間 利用当日の午後３時から翌日の午前10時まで
◆利用施設 5人用１棟（木造・2階建て）

※12/21(土)・12/22(日)・12/28(土)～1/4(土)・1/11(土)・1/18(土)
1/25(土)の各日は5人用2棟
浴室・厨房設備・食器類・冷蔵庫・ＴＶ・暖房設備
駐車場付（温泉浴室は共同）

◆利用料金 宿泊料：無料（ただし宿泊は１泊に限ります）
入湯税：利用者負担
食事等：利用者負担
（材料持込で各自で調理・ホテルのレストラン利用・食材出前サービスの3つのパターンから選択）

◆利用資格 市内に住所を有する方、市内事業所に勤務する方及びその家族に限る
◆申込受付 平成14年12月12日(木)午前8時30分～：市民生活課窓口

※受付開始時に宿泊希望日が重複した場合は抽選（9時から）
◆問い合わせ 市民室市民係　10551－22－1111（内線112）
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北アルプスに抱かれた安曇野の大自然の中で、満ち足りたときをお過ごしください。

年
末
・
年
始
水
道
工
事
指
定
業
者
当
番
表

あ
な
た
の
家
の
水
道
管
は
、
冬
の
寒
さ
に
耐
え
ら
れ
ま
す
か
？
最
近
の
住
宅
は

設
備
も
し
っ
か
り
し
寒
さ
に
も
強
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
の
季
節
に
な
る

と
水
道
管
が
凍
結
し
て
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
道
管
の
ヒ
ビ
割
れ
、
発

見
し
に
く
い
場
所
で
の
漏
水
等
、
大
切
な
家
や
家
具
が
水
び
た
し
に
な
ら
な
い
よ

う
、
次
の
項
目
を
再
点
検
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
漏
水
等
の
修
理
は
、
水
道
工

事
指
定
業
者
が
当
番
制
で
行
い
ま
す
の
で
、

別
表
の
該
当
す
る
指
定
業
者
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

点
検
項
目

①
量
水
器
の
手
前
か
量
水
器
ボ
ッ
ク
ス

の
中
に
バ
ル
ブ
が
つ
い
て
い
ま
す
か
？

こ
の
バ
ル
ブ
は
、
事
故
な
ど
の
場
合

に
家
庭
の
水
道
の
水
を
全
部
止
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
地
上
部
分
の
配
管
も
防
寒
し
て
あ
り

ま
す
か
？

③
量
水
器
の
場
所
を
家
族
全
員
が
知
っ

て
い
ま
す
か
？

④
水
道
管
の
防
寒
方
法
は
？

水
道
管
の
防
寒
に
は
、
電
気
・
発
砲

ス
チ
ロ
ー
ル
等
を
用
い
ま
す
。
そ
の
場

所
に
適
し
た
方
法
で
防
寒
を
し
ま
し
ょ

う
。年
末
・
年
始
の
漏
水
等
の
修
理
は，

水
道
工
事
指
定
業
者
が
当
番
制
で
行
い

ま
す
の
で
、
下
表
の
該
当
す
る
指
定
業

者
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

水
道
室
（
1
内
線
４
１
２
〜
４
１
６
）

ご
存
じ
で
す
か
医
療
費
助
成
制
度

申
請
に
よ
り
、
医
療
機
関
で
支
払
っ
た
負
担
金

（
保
険
適
用
分
）の
全
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費

対
　
象

・
０
〜
５
歳
の
誕
生
月
末
ま
で
の
外
来
と
入
院

・
５
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
〜
６
歳
に
な
っ
て
迎
え
る

３
月
31
日
ま
で
の
入
院

●
受
給
者
証
を
出
生
届
の
際
お
渡
し
し
ま
す
。

・
転
入
者
は
転
入
届
の
際
お
渡
し
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

対
　
象
　

・
配
偶
者
の
な
い
者
で
18
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
者
と
そ
の
児
童

・
父
母
の
な
い
18
歳
未
満
の
児
童

（
前
年
に
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
）

●
保
険
証
を
持
参
し
て
受
給
者
証
の
交
付
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

対
　
象
　

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級
の
者

・
療
育
手
帳
障
害
Ａ
の
者

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
〜
２
級
の
者

・
国
民
年
金
法
１
級
〜
２
級
の
障
害
認
定
者

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
１
〜
２

級
の
児
童

●
保
険
証
、
障
害
程
度
の
分
か
る
も
の（
障
害
者
手

帳
等
）を
持
参
し
て
受
給
者
証
の
交
付
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

市
備
付
の
請
求
書
に
医
療
機
関
で

証
明
を
受
け
る
か
、
領
収
書（
保
険
診
療
等
が
分

か
る
も
の
）を
添
付
し
、
月
ご
と
、
医
療
機
関
ご
と
、

入
院
・
外
来
ご
と
、
患
者
ご
と
に
分
け
て
申
請

し
て
下
さ
い
。

市
民
室
国
保
医
療
係（
1
内
線
１
１
６
・
１
１
７
）

保温材料

ビニールテープ
を巻く（下から上
に巻いて下さい）

12月28日 

12月29日 

12月30日 

12月31日 

 1月1日 

1月2日 

 1月3日 

1月4日 

1月5日 

 055-283-2074

0551-22-0956

0551-22-0969

0551-22-3718

0551-22-0591

(株)甲栄興業 

(有)清水水道 

(有)玉崎水道 

矢崎水道工業(株) 

(有)栄工業 

月　日 電　話 指定業者名 
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韮崎市職員の給与等を公表します
給料の月額や各種手当は、市議会の審議を経て決められます。

1.人件費の状況（平成13年度一般会計決算）
（単位：人・千円・％）

2.職員給与費の状況（平成14年度一般会計当初予算）

（単位：人・千円）

3.職員の初任給の状況（平成14年4月1日現在）
（単位：円）

4.職員の平均給料月額
平均年齢等の状況（平成14年4月1日現在）

6.一般行政職の級別職員数の状況（平成14年4月1日現在）

一般行政職

355,900円

平均年齢

42.1歳

13年度支給割合4.70月分
期別支給率
6月期　2.05月分
12月期　2.10月分
3月期　0.55月分

一　般
行政職

大学卒 174,400

141,900 141,900151,800 151,800

188,900 174,400 188,900

高校卒

区　分
初任給2年経過

給料額
2年経過
給料額初任給

韮崎市

区分

国

14
年度

職員数
(Ａ)

273 1,075,876 140,199 459,065 1,675,140 6,136

給　与　費 一人当た
り給与費
(B/A)合計(B)期末勤勉手当職員手当給料

区　分

13年度 33,040 13,446,849 2,390,940 17.8

人　口
(H.14.4.1)

歳出額(A) 人件費(B)
人件費率
(B/A)

（注）人件費には、特別職に支給される給料・報酬なども
含まれています。

（注）この表には、特別職に支給される給料・報酬などは含まれて
いません。また、職員手当には退職手当は含んでいません。

8.職員手当の状況（平成14年4月1日現在）

7.特別職の報酬等の状況（平成14年4月1日現在）

区分

期
末
勤
勉
手
当

退
職
手
当

6月期

一人当たり
平均支給額

最高限度 最高限度

勤続35年 勤続35年

勤続30年 勤続30年

勤続20年 勤続20年

年数

合計

3月期

12月期

支給月 勤勉手当期末手当 支給月 勤勉手当期末手当

韮崎市 国

（注）
◎退職手当一人当たり平均支給額は、13年度に退職した全
職種に係る職員に支給された平均額である。
◎（ ）は、特定幹部職員に適用

区　分 期末手当給料月額報酬等

報酬

給料 助　役

市　長

収入役

議　長

副議長

議　員

840,000円

675,000円

625,000円

390,000円

365,000円

355,000円

13年度支給割合3.55月分
期別支給率
6月期　1.45 月分
12月期　1.55月分
3月期　0.55 月分

職務

区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 9 級

主事補
技師補

主事
技師 主任 副主査 主査 副 主 幹 課長

室長 参事

5.部門別職員数の状況（平成14年4月1日現在）

区　　　　　　分

定員適正化計画数

職 　 員 　 数

前 年 度 職 員 数 　

1.45月分
（1.25月分）
1.55月分
（1.35月分）
0.55月分
（0.55月分）
3.55月分
（3.15月分）

自己都合

21.00月分 21.00月分28.875月分 28.875月分

41.25月分 41.25月分54.45月分 54.45月分

47.50月分 47.50月分62.70月分 62.70月分

60.00月分 60.00月分62.70月分 62.70月分

1,492千円 29,448千円

勧奨・定年

0.6月分
（0.8月分）
0.55月分
（0.75月分）

1.15月分
（1.55月分）

6 月期

12月期

3 月期

合計

年数 自己都合勧奨・定年

1.45月分
（1.25月分）
1.55月分
（1.35月分）
0.55月分
（0.55月分）
3.55月分
（3.15月分）

0.6月分
（0.8月分）
0.55月分
（0.75月分）

1.15月分
（1.55月分）

次長

一般行政

229人

218人

219人

特別行政

48人

51人

51人

公営企業等

163人

166人

167人

合　計

440人

435人

437人

1人 
0.6％ 

合計 
167人 

23人 
13.7％ 20人 

12.0％ 14人 
8.4％ 

34人 
20.4％ 

20人 
12.0％ 

23人 
13.7％ 

29人 
17.4％ 

3人 
1.8％ 
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一般書
◆「中央構造帯」 内田康夫　著　
「全員、名誉ある自決。立派なご最期でありました」エリー
ト銀行マンを次々と襲う不審死。「平将門の呪い」を追って、
浅見光彦は日本を貫く構造線を抜ける。書下ろし長編ミ
ステリー。
◆「密命」 高橋義夫　著　
関ヶ原の戦いに敗れ、南海の島々に逃がれた豊臣の残党と
明国、エスパニア勢力を糾合して、打倒家康を企てる大陰
謀。家康の密命を受け、黒幕に肉迫する古武術の達人。埋
もれた史実を浮き彫りにする海洋冒険小説。

児童書
◆「ぎょうじのゆらい」 講談社　　
なぜ節分には豆をまくの？に答えられる絵本。正月、七夕、
七五三…日本の行事は、実りを感謝し、子供の成長や家族
の幸せを祈る機会です。伝え残したいそんな行事の意味と
由来を親子で楽しみながら学べる一冊。
◆「いぬとねこのおんがえし」 太田大八　絵　　
毎日仏像に手を合わせる、大金持ちの長者さん。その家で

●北東児童センター
◆作ってあそぼう　クリスマスリース作り
12月12日（木）午前10:30～11:30
◆パソコン教室（対象：小学生）
12月13日（金）午後2:30～４:30
講師：畑野長治先生

◆クリスマスお楽しみ会（対象：小学生）
12月18日（水）午後3:00～4:00

●甘利児童センター
◆ビデオ映画会
12月5日（木）午前10：30～11：30
『ライオンとソフトクリーム』ほか
◆パソコン教室（対象：小学生）
12月12日（木）午後2：30～4：30
講師　畑野長治先生

◆ パソコン教室（対象：大人）
12月18日（水）午前10：30～11：30
講師　畑野長治先生

◆ クリスマスリース作り
12月17日（火）午前10：30～11：30

●北西児童センター
◆作って遊ぼう（クリスマスリース作り）
12月10日（火）午前10：30～11：30
◆パソコン教室（対象：小学生）
12月11日（水）午後 2：30～4：30
講師　内藤祐介先生

◆クリスマスお楽しみ会(対象：:小学生）
12月18日 (水）午後 2：00～ 3：30

対象者は、明記がない限り0～6歳の幼児とその保護者
北東児童センター　123-5550
甘利児童センター　123-1535
北西児童センター　122-1775

は、いぬもねこも幸せに暮らしていました。でも、ある晩
仏像が盗まれた！いぬとねこは長者さんのため、野越え山
越え仏像探しをがんばります。

★その他多数入荷しました★　　

☆ クリスマス会のお知らせ☆
今年も小さなお子さまから小学生を対象に、クリスマ

ス会を開きます。ボランティアグループ「ぽらん」による
巻紙シアターやハンドベル、職員による出し物など盛り
だくさんです。ちょっぴりはやいクリスマス！みなさんで
おいでください。
12月8日（日）午後1:30～3:30
韮崎市民会館５階大ホール（申し込み不要）

◆◆◆今月の朗読のつどい◆◆◆
12月14日(土) 午後1：30から2：30 3階和室　　

◆◆◆今月のだっこの会◆◆◆
12月18日(水) 午前10：30から11：30 3階和室

◆◆◆今月のお休み◆◆◆
12月　2・9・16・23・27～１月4日

＊今月のおはなし会は、クリスマス会にかえさせていた
だきます。
●問い合わせ 市立図書館(市民会館内) 122-1121

図書館流通センター｢週刊新刊全点案内｣1295号より

●●児童センター合同事業●●
◆親子リズム遊び講習会
日　時　12月4日（水）午前10：30～11：30
場　所　韮崎市文化ホール　2階会議室
講　師　リトミック研修センター　日比野弘美先生
◆クリスマスお楽しみ会　親子で人形劇を楽しもう
日　時　12月11日（水）午前10：30～11：30
場　所　韮崎市文化ホール　2階会議室
講　師　人形劇団　ちちんぷいぷい

＊子育てトーク
12月4日（水）1月8日(水）AM10：30～11：30
＊子育て講座「第5回親子エアロビクス教室」
12月10日（火）AM10：30～11：30
講師　斉藤晴美先生
※室内シューズをご用意下さい。
＊「クリスマス会を一緒に楽しみましょう！」
12月17日（火）AM10:00～　藤井保育園遊戯室
※要予約10日までにお願いします。
＊誕生会に参加しましょう。（藤井保育園遊戯室）
12月20日(金）AM10:00～
※保育園開放日は毎週水曜日　AM10:00～12:00
子育て相談（面談AM8:30～12:00）

（電話相談AM8:30～PM5:00）
●問い合わせ　
韮崎市地域子育てセンター（藤井保育園内）

123-7676（FAX兼用）



金婚夫婦をお祝いします
市では、結婚生活50年を迎えられた夫婦を対象に、毎年「金婚夫婦

を祝う会」を開催しています。
今回の祝う会は、昭和27年に結婚された夫婦が対象となります。該

当する方は、期日までにご連絡ください。
申込期日 平成15年 1 月10日（金）まで
開催日時 平成15年 2 月 5 日（水）午前10時から
会　　場 市役所・ 4 階大会議室
●申込先 福祉室高齢者福祉係（1内線139）
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あの日あの時あの場所で 

元気にスクスク育ってネ！

菜々美（ななみ）さん
（平成12年10月25日生）
下祖母石2086-1 H-9
飯野勇城・美香さん次女

このコーナーに
 

写真・情報を 

お寄せください
 

10月20日、田富町の山梨県消防学校で「第38回山梨県消防団員操法大会」が行われ、峡北地区代表として韮崎
消防団韮崎分団がポンプ車操法の部に出場しました。大会ではポンプ車前方に用意された火点に放水するまでのタ
イムと動作の正確さを競います。
惜しくも入賞はなりませんでしたが、すばらしい操法に賞賛の声が上がりました。

10月31日、韮崎小学校で「お米の学習教室」が行われました。韮崎
小学校では総合学習の一環として5年生が2年前から水稲の「バケツ栽
培」を行っています。すずめに食べられながらも5月終わりに植えたお
米を何とか9月下旬に収穫でき、この収穫されたお米（約1kg）を使っ
て「もみすり」や「精米」の
体験、お米の構造や歴史など
を学ぶ「お米学習教室」が韮
崎小学校5年生の総合学習の
時間に行われました。
学習教室には、東京食糧事

務所甲府事務所の方が講師と
して出向き、生徒のお米に関
する疑問に答えていました。

第38回山梨県消防団員操法大会

タイムも重要な審査基準なので全力疾走！

お米学習教室で精米体験

選手のみなさん（韮崎分団）
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LIFE にらさき 

武田の里生涯学習フェスタ「にらさき」第47回武田の里韮
崎市文化祭が10月24日から27日と11月7日から10日まで
市文化ホールで開催されました。
期間中には、舞踊・大正琴・ブラスバンド演奏などの発表

会や絵画・習字・手作り作品の展示会など、日頃の成果が披
露され、入選者には表彰状が贈られました。

スキー教室を開催します
親子スキー教室
開 催 日 平成15年1月19日(日)・ 2月2日(日)
参加資格 市内在住の親子

（必ず保護者が同伴すること）
定　　員 親子25組(50名)（定員になり次第締切り）
参 加 料 1人(1日) 2,000円
（指導料・バス・ 昼食・休憩室料込み。韮崎スポーツ
クラブ会員は無料）

開催場所 キッツメドウズ大泉清里スキー場
指 導 者 韮崎市スキー連盟
申込期限 1月9日（木）まで
そ の 他 詳細については、後日参加者にお知らせ

します。
●申込み・問い合わせ
市スポーツ振興室 122- 0498（Fax兼）
又は、韮崎スポーツクラブ 121-2255

韮崎市生涯学習フェスティバル’02
11月10日、市文化ホールで韮崎市生涯学習フェステ

ィバル’02が開催されました。各地区の活動成果の発表
や、「サザエさん」のマスオさんの声でお馴染みの増岡弘
さんによる基調講演、パネルフォーラム、芸術鑑賞をと
おして「地域みんなで子どもたちを育てる」について考
えました。

パ
ネ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム

平成15年韮崎市成人式
日時 平成15年1月12日（日）

受付　午前 9：00～
式典　午前10：00～

場所 韮崎市文化ホール・大ホール
※成人式には、市内の方・本市出身の方が参加できます。
●問い合わせ 生涯学習推進室社会教育係（1内線223）



□山梨県の最低賃金
今回から最低賃金は時間額のみになりました。

●問い合わせ山梨労働局労働基準部賃金室055-252-4859
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峡北広域環境衛生センターからのお知らせ

◇年末・年始の操業について◇
ゴミ処理場では、年末に予想される大量のゴミ排出に

伴い、次のとおり年末操業を行います。大掃除などで一
時的に大量のゴミを排出する場合は、ゴミステーション
に出さないで直接ゴミ処理場へ運んでください。（有料に
なります。）
操業日程　　
12月23日（祝）午前8：30～午後 3 ：00
12月28日（土）・30日（月) 午前8：30～午前11：00
12月31日（火）から休業
1月 4日（土）から平常操業午前8：30～午後4 ：00
1月 6日（月）個人搬入受付　午前8：30～午後 3：00
＊年末・年始は各家庭から大量のゴミが排出されます。
徹底したゴミの分別により、減量化・リサイクル化をお
願いします。
●問い合わせ 峡北広域環境衛生センター　122-3437
または、市環境室廃棄物対策係（1内線123）

昭和54年4月2日から昭和62年10月1日生まれで
風しん予防接種を受けていない方へ

予防接種法の改正により、昭和54年4月2日から昭和62
年10月1日までの間にお生まれの方（経過措置対象者）で、
風しん予防接種を受けていない方は、平成15年9月30日ま
で接種を受けられることになりました。（ただし、風しん、
ＭＭＲの予防接種を受けた方、風しんにかかったことが
ある方を除く）
対 象 者 昭和54年4月2日から昭和62年10月1日生
実施期間 平成15年9月30日まで
受付場所 保健福祉センター（市立病院北側）
持 ち 物 母子健康手帳

（持参できない場合には、ご相談ください。）
接種方法　後日指定医療機関での個別接種
※受付時に予診票と指定医療機関一覧表をお渡しします。
●問い合わせ 健康推進室保健予防係　123-4310

●自衛隊生徒　

自衛隊の中堅となる陸・海・空の曹（部隊の専門技術者）
を養成する制度で、高校の卒業資格が取得できます。
資　　格 平成15年4月1日現在で17歳未満の男子／中卒（見込み）
受付期間 平成14年11月5日～平成15年1月7日
試 験 日 1次：平成15年1月11日

2次：平成15年1月24日～27日の１日
●貸費学生

大学（含む大学院）に在学する学生で、歯科、理学、工学の
各技術を専攻し、卒業（修了）後その学術を応用して自衛隊に
勤務しようとする者に対し、学資金（毎月5万円）を貸与する制
度です。
資　　格 ◆衛生：大学の歯学部歯学科の3～6年次または大学院

の歯学研究科
◆技術：大学の理学部、工学部の3～4年次または大学
院修士課程在学

受付期間 平成14年12月2日～平成15年1月24日
試 験 日 平成15年2月2日
●問い合わせ 自衛隊山梨地方連絡部（1055-253-1591）

最低賃金件名
山梨県最低賃金
（産業別最低賃金の適用を受ける
労働者を除く全ての労働者に適
用されます。）

電気機械器具製造業
情報通信機械器具製造業、電子
部品デバイス製造業

自動車・同附属品製造業

地
域
別

産
業
別

1時間

647円

752円

758円

適用年月日

14.10.1

14.12.1

14.12.1

第54回人権週間 12月4日（水）～10日（火）

1948年12月10日に国際連合において「世界人権宣言」
が採択されたのを記念し、この日を「人権デー」と定め
ました。この12月10日を最終日とする一週間（4日～10日）
を人権週間とし、人権に関する様々な啓発活動が行われ
ます。

●韮崎市では特設人権相談所が開催されます。
韮崎人権擁護委員協議会では、相談活動を年に4回行な

っていますが、人権週間中にも特設人権相談が開設され
ます。当日は、人権擁護委員が人権に関して幅広く相談
を行いますので、ぜひご利用ください。
日　時 平成14年12月6日（金）

午前10時～午後3時まで
場　所 韮崎市民会館3階和室
＊相談は無料、秘密は厳守します
●問い合わせ 企画財政室企画政策係（1内線322）

●冬季弱視教育相談室開催●

お子さまやご本人の目の問題についていろいろ悩んで
いる方、専門の先生に相談してみてはいかがでしょうか。
日 時 12月7日（土）8日（日）午前10時～午後3時
場　所 山梨県立盲学校文化交流館
対　象 乳幼児・児童・生徒・成人（本人または保護者）
●申込・問い合わせ 山梨県立盲学校弱視教育相談室

1055-226-3361

＊前日までに電話で予約をして下さい。

親子パソコン教室受講者募集
●パソコンで“ペーパークラフトをつくろう！”●

日　時 １月8日（水）
午　前9：00～12：00

内　容 パソコンを使って飛行機・車・動物等のペーパー
クラフトをプリントして組み立てます。

対　象 小学生以上とその家族
費　用 材料費１人500円（当日徴収）
持　物 ハサミ、カッター、カッターマット、木工用ボンド
定　員 親子10組　計20名
場　所 韮崎市民会館　３階小会議室
申込締切 12月25日（水）（定員を超えた場合は抽選）
申込み・問合せ 生涯学習推進室社会教育係（1内線223）

ゴミの減量化にご協力をお願いします！　

韮崎市ホームページアドレス　http://www.city.nirasaki.yamanashi.jp/

平成14年度採用自衛隊生徒・自衛隊貸費学生募集
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Q：10日程前から右目で見ると障子の桟が曲がって見え、左目より物が小さく
見えて視力も落ちたようだ。どんな病気が起きているのでしょうか？
（58歳男性）

A：物が曲がって見えるのは変視症、物が小さく見えるのは小視症と呼ばれる
症状で、眼底の網膜の中心部（黄斑部）に異常がある時に起こる症状です。網
膜は写真機のフィルムの働きをしていて、目はそこに映る画像を脳に送ってい
ます。本来ならば網膜は平坦なものですが、出血などにより、網膜が腫れた状
態（フィルムが歪んだ状態）になると質問のような症状があらわれます。黄斑

部にこのような病変を起こす病気には、中心性網脈絡膜症
や加齢黄斑変性症などがあります。診断には眼底検査など
の他、造影剤を使用しての眼底撮影検査が有用です。黄斑
部は網膜の中心で視力には最も大切な場所です。このよう
な症状があらわれた場合、なるべく早期に眼科を受診する
必要があります。

市立病院・眼科　医　師　加藤祐造

12月7日（土）大ホール
開　演：18：30 S席 3,000円

A席 2,000円

文化ホールの催し

各種税金の支払いは、便利な口座振替で！　詳しくは税務室まで（内線155・156）

※持ち物（健　　診）母子健康手帳・バスタオル・保険証・印鑑
（教　　室）各種健康手帳・筆記用具・教室に応じて体操のできる服装
（相　　談）各種健康手帳
（予防接種）母子健康手帳・問診票12月の健康カレンダー

そうだん

母 親 学 級

1日̃15日生
PM 1:00̃
16日̃31日生
PM 1:30̃
※都合の悪い

方はPM2:00

までに受付を

済ませてくださ

い。

健　診 対　象 健診日 受付時間 会　場

受付時間 会　場
機 能 訓 練 教 室

予防接種

相　談
母子健康手帳交付
一 般 健 康 相 談

AM9：00
̃

AM9：30
～

PM4：00

(123-
4310)

保健福祉
センター

（市立病院北）

PM 1：30

保健福祉
センター

（市立病院北）

実　　施　　日

2日（月）初産婦の栄養について
13日（金）経産婦の育児について

2・4・6・9・11・13
・16・18・20・25日保健福祉

センター
（市立病院北）育 児 相 談

離 乳 食 教 室 16日（月）対象：H14 年7月生

毎週月・金曜日

9日（月）

4 カ 月 児

7 カ 月 児

1 1 カ 月 児

1 歳 6 カ 月 児

3 歳 児

2 歳 児 歯科健診

H14年 8月生

H14年 5月生

H14年 1月生

H13年 5月生

H11年11月生

H12年11月生

17日（火）

18日（水）

19日（木）

10日（火）

12日（木）

11日（水）

実　施　日 受付時間 会　場教　室

時　間 会　場接種日対　象

今月はありません

マタニティビクス教室 20日（金）

項　目 実　施　日 実施時間 会　場 相　談　内　容

心 配 ご と
相 談

毎 週 月 曜 日
AM10‥00～

PM 3 ‥00
市 役 所

生活・身の上等の日常生活の悩み
に関する相談

子 ど も の
相 談

毎 週 木 曜 日
AM10‥00～

PM 4 ‥00
市 民 会 館

子どもの教育など子育てに関する
悩みの相談

結 婚 相 談 毎週日・水・金曜日
AM 9 ‥00～

PM 4 ‥00

結婚相談所
（市民会館３階）
各地区相談所

結婚相手の紹介や相談に応じ、幸
せな家庭が築けるよう協力します

無 料 法 律
相 談

12月26日(木)
PM 1 ‥00～

PM 4 ‥00
市 役 所

法律的な相談であればどんな内容で
も可（実施日2日前までに予約を）

行 政 相 談 第１～第3月曜日
PM 1 ‥00～

PM 3 ‥00
市 役 所

国や県、市の行政などについての
相談

いじめなど
の教育相談

毎週月・火・水曜日
AM 9 ‥30～

PM 4 ‥00
市 民 会 館

いじめ問題に関する学校教育カウ
ンセリング

● 11月の医療費●

市が９月に病院などに支払った
医療費をお知らせします。

国民健康保険　 87,954,833円
（前月比 8.8％増）

＊ 1 人当り 10,783円
老人保健 221,107,400円

（前月比　3.12％減）
＊ 1 人当り 47,275円

健康に気をつければみんなの負
担（保険税）が軽くなります。医療費
の節約に、ご協力ください。



発行所―山梨県韮崎市役所（〒407-8501 韮崎市水神一丁目３番１号　電話0551-22-1111）・編集一企画財政課企画財政室―・印刷一（株）サンニチ印刷―・毎月 1 日発行

＝老人福祉センターバス＝

こぶし号
12月の巡回日程
変更のある場合には、各地区の代表者
を通じて連絡します。

糖尿病個別健康教育（Bコース４回目）

社放研ほほえみ PM8:00～竜岡公民館
禁煙個別健康教育（3回目）
・介護保険定例相談会　保健福祉センター

武田の里婦人大学　PM1:30～市民会館

老荘大学　PM12:50～市民会館

新春親子ふれあい凧あげ大会
AM10:00～　中央公園芝生広場

こ
の
広
報
紙
は
、
古
紙
配
合
率
一
○
○
％

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

5
木
総合健診結果報告会（市全体②未受診）
保健福祉センター

21
土

6
金
喀痰検診　保健福祉センター
特設人権相談　市民会館　AM10:00～

22
日

7
土
環境講座　市役所別館　PM2:00～

23
月
天皇誕生日

8
日
にらさきヒューマンフォーラム2002
市文化ホール会議室　PM1:00～3:40

24
火

9
月
社放研もみじ PM8:00～藤井公民館

25
水
固定資産税第３期納期限
介護保険料第３期納期限（65歳以上）

10
火

26
木
市民栄養相談（要予約23-4310）

保健福祉センター

11
水

27
金

12
木

28
土

13
金

29
日

14
土

30
月

15
日

16
月

1/1
水

17
火
社放研あすなろ AM10:30～市民会館
高血圧個別健康教育(Ｂコース4回目）

2
木

18
水
高脂血症個別健康教育（Cコース4回目）

3
金

19
木

4
土

20
金

市の人口 男　　　16,411人
（ 11月 1 日現在） 女　　　16,758人
世帯数　11,754世帯 計　　　33,169人
対前月比 －8世帯 対前月比 －27人
（国勢調査をもとにした常住人口32,742人・10,927世帯）

31
火

31
火

5
木 穴山町全区

6
金 円野町全区

7
土 大草町福祉まつり

8
日

9
月 清哲町全区

10
火 神山町全区

11
水 静心寮

12
木 旭町北割

13
金 老壮大学

14
土

15
日

16
月 旭町中割・南割

17
火 大草町全区

18
水 竜岡町全区

19
木

4 ・ 5 丁目・若宮町・旭町・日の出
町・富士見ヶ丘・中島町・高河原

20
金

祖母石・一ツ谷・水神町
・1 ～ 3 丁目・西町・天神町

21
土

22
日

23
月 天皇誕生日

24
火
富士見 1 ～ 3 丁目・岩下・
上の山

25
水
穂坂町日の城・三之蔵・
上の原・権現沢

26
木 穂坂町上今井・原・長久保

27
金 仕事納め

28
土

29
日

30
月

1/1
水 元日

2
木

3
金

4
土 営業開始

年末年始の休業・休館日程
市役所 12月28日～ 1月5日
市立病院 12月29日～ 1月3日
（12月28日・1月4日は午前中のみ診察
します。）
＊救急患者はこの限りではありません
韮崎中央公園などのスポーツ施設

12月29日～ 1月4日
民俗資料館 12月29日～ 1月3日
保健福祉センター12月28日～ 1月5日
ゆ～ぷるにらさき

12月30日～ 1月2日
文化ホール 12月29日～ 1月3日
市民会館 12月28日～ 1月3日
市立図書館 12月27日～ 1月4日
児童センター 12月28日～ 1月4日
老人福祉センター・デイサービスセンター

12月28日～ 1月5日
ゴミ収集 12月29日～ 1月3日
市営火葬場 1月1日～3日

イルミネーションin にらさき
～銀河のまちからのメッセージ～

1月31日まで韮崎駅前ロータリーをメ

インに周辺の商店会やお店でイルミネーシ

ョンを駆使した作品や装飾を行っています

のでぜひご覧下さい。

点灯時間 PM5:00～PM10:00

1122月月ののカカレレンンダダーー
市民憲章（昭和44年10月制定）

1 自然を愛し、美しいまちをつくりましょう。

1 勤労を尊び、豊かなまちをつくりましょう。

1 教養を高め、文化のまちをつくりましょう。

市の花　つつじ
（昭和43年10月制定）

市の木　こぶし
市の鳥　チョウゲンボウ
（平成元年 4 月制定）


